
　前回のレポート一度でトンガの卓球の様子をお伝えできませんでしたので、今回はその続きを

させていただきます。

１、小学校訪問 ・卓球用品寄贈

　トンガ卓球協会は不定期に卓球の普及

活動の際、相手の施設に卓球用品を寄贈

する場合があります。これは小学校での

様子です。卓球台のある小学校はありません

ので「青空卓球教室」をしたり、台が

あっても「段違いピンポン台」のような

びっくりするような状態のものがほとんど

です。今回の寄贈品は黒い天板、一見脚が

付いているように見えますが実は別々で

適当な高さのテーブルに天板を乗せただけです。それと新品の初心者用ラケット4本、ボール12個

です。ラケットとボールはニュージーランドからトンガ卓球協会への寄贈品です。天板のサイズが

卓球台と異なり正規のネット・サポートが取り付けられないのですが、どの施設にもネット代わり

になる木材があるのは不思議です。上の写真、赤い服の

男性がトンガ卓球協会会長のハシロニ氏でトンガレポート4

の服装で紹介した腹巻のようなタオバラと巻きスカート状の

トゥペヌとを着用されています。相手の女性はこの学校の

校長先生です。左は卓球用品寄贈後、子供たちが楽しんで

いる様子です。長持ちさせるようにラバーの手入れ方法を

先生に伝えてきました。返事はよかったのですが、多分

一度もしていないと思います。

2、養護施設訪問
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　これは養護施設で素振りの指導をしている様子です。ラケットが足りなかったので私はラケット

ケースを代用しています。皆、私のまねをしてくれているものと思っていましたがそれぞれが思い

思いの格好をしており私自身もこの写真を見るたびに笑えてきますので、あえて大きなサイズに

してみました。

　左は上の写真と同じ施設で目の不自由な方に

指導中の様子です。充分な用具がありませんので

ここでも木材を使ってボールが外にこぼれない

ように工夫しています。ボールは鈴入りの玩具を

使用。専用のラケットがないため手を使って相手

とボールをやり取りしています。目の不自由な方

にとってボールの所在を知る手段は鈴の音のため

本来は静かな環境で行うものですがトンガでは

周囲の人々が「ここだ」「あそこだ」と大声で

アドバイスするため選手たちは余計に混乱して

ボールをキャッチできず頻繁に床に落ちて破損します。そんな時は私が日本から持参した瞬間接着剤

で補修しておきます。写真は施設内ですが卓球台にはOUTDOOR(屋外用)の表示があります。

これも日本では見たことのないタイプです。屋外用で本来移動が不要なため頑丈なZ型の鉄製の脚が

ついています。しかしここでは毎回台を移動させて使用しています。私も毎回台の移動を手伝うの

ですが大変重いです。

　この施設の車椅子の方々とは台を使わずボールを床にワン

バウンドさせてやり取りをします。相手はどこに返球しても

構わないのですが、私はその都度ワンバウンド後のボールが

ちょうど相手のラケットに届くよう高度なコントロール技術

が必要になります。そのため動きがコミカルになりそれが

毎回大うけしています。私は通常の練習以上に疲れますが

帰りの際に皆さんから「楽しかった」と言われるのが何よりの喜びです。

3、第一回全国大会

　2016年11月には第一回全国大会が開催されました。

試合会場は元教会だったようで敷地内に鐘がありました。

その後建築用の資材置き場に転用したようで環境はよく

ありませんでした。大会を開催したことがなかったので

卓球協会も要領を得ず、参加申し込みを試合前日にして

あったため前夜まで相当混乱したのを覚えています。

そして一回目から何と「国際大会」にしたかったようで

大会名は

「トンガオープン大会」となっていました。当然実際には

無理です。

　前日まで会場内の設営も不十分で6台のうち3台は当日の

搬入でした。台の状態も悪く水平調整を必要とするものも

ありましたが誰もしないので見かねて私が行いました。

幸いにも会場は資材置き場だったため適当な端材を見つけ

何とか格好をつけることができました。

ボール

施設の皆さんと「重たい台」！

試合会場全景鐘

建築資材

端材で水平調整



　以下、3枚の画像で大会当日の様子を紹介します。

　① 設営中の会場内 ② 女子シングルス決勝戦

　　　③ 大会関係者と各部門入賞者

① 施設内の各所に様々な建築資材が置かれ、窓にはカーテンがなく環境は適切ではありませんでした。

② この試合で初めて卓球専用のスコアボードが使用されました。このような状況を予測して私が

日本から持参したものです。使い方がわからないので私が副審をしています。トンガにはこのスコア

ボード1台しかありません。黒いユニホームの選手が優勝。彼女はサッカーとラグビーもかけもちして

おり、スポーツ万能です。

③ 参加人数は約70名。ルールを知らない選手がほとんどで、特にダブルスは同じ選手が何度もサーブ

をするなどかなり混乱しました。その都度走り回ってルールを説明、大変でした。日本ではあり得ない

ことです。いろいろありましたが無事に終了できてなによりでした。この写真を撮影後は蜘蛛の子を

散らすように皆一斉にいなくなり限られた人数で会場内に散乱しているペットボトルやゴミの片付けが

大変でした・・・。

　2回連続で卓球の話題をお届けしましたが、私の主練習場での指導状況が紹介できませんでした。

次回はそれを含めた話題をご案内したいと思っています。

ここにも建築資材


